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太陽光発電事業の進捗状況に関するお知らせ 

 

当社は、新規事業として太陽光発電事業を推進してまいりましたが、同事業に関しまし

て大型物件の販売がありましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

１．事業の概要 

当社は、業容の拡大を図るため、従来からの主力事業である土木事業、不動産事業の強

化を図るとともに、さらに一段の事業の拡大を目指し、新規事業である太陽光発電事業に

取り組んでまいりました。 

 おかげさまで、太陽光発電事業は順調に推移しており、本社社屋の屋上に設置した設備

（設置面積600㎡、発電能力50ｋＷ、年間売電収入300万円程度）及び千葉県白井市に設

置した設備（設置面積3,000㎡、発電能力250ｋＷ、年間売電収入1,200万円程度）につき

ましては、既に発電及び売電を開始しております。 

さらに、この度、当社の太陽光発電事業としては最大規模である、当社茨城工場に設置

した設備（設置面積10,000㎡、発電能力1,000ｋＷ、年間売電収入5,000万円程度）に関

しまして、太陽光発電設備自体の外部への販売を、平成 26年 3月 24日付にて実現いたし

ました。（販売金額、税抜き4億3千9百万円） 

なお、今回の販売対象は太陽光発電設備であり、茨城工場自体は引き続き当社が保有し、

当社のＯＬＹ部材などの鉄骨加工工場として運営してまいります。 

今回の太陽光発電設備の販売は、当社の太陽光発電事業に対する事業展開の方針として、

同事業を単なる売電収入を得るための事業に留めず、不動産事業とのコラボレーションに

より、太陽光発電設備自体を、魅力的な利回り物件として外販を行うとともに、企業や個

人に対する太陽光発電事業関連のコンサルティングを実施するなど、幅広く太陽光発電事

業を推進していく戦略に沿った事業展開であります。 

 また、当社といたしましては、さらに太陽光発電事業を発展させるため、太陽光発電事

業用の土地を千葉県白井市及び茨城県笠間市など数か所に確保済みであり（延べ35,000㎡、

延べ発電能力 3,000ｋＷ程度）、当該地区における太陽光発電事業開始にあたっての経済産



 

 

業省への申請も完了しております。 

 また、今後の当社の事業展開全般に関する方針といたしましては、太陽光発電事業に限

らず、当社のこれまで培ってまいりました経験、ノウハウを活かせる新規事業に対しまし

ては積極的に取り組んでまいる所存であります。 

 

２．今後の見通し 

当社第3四半期に、不動産事業の売り上げとして、上記太陽光発電設備販売金額の4億3

千9百万円を計上する予定であります。 

 なお、平成26年7月期通期の業績予想は従来どおりであり、変更はございません。 

 

以上 


